
事故事例１５（一般貨物）

長い下り坂でブレーキを多用したため、フェード現象によりブレーキが効かなくなり

先行車に追突、横転

発生日時・天候 ５月３１日（水） ０時４０分 晴れ

発生場所の状況 一般道 制限速度５０㎞／ｈ 乾燥 幅員（車線）９メートル

運 転 者 年齢：２９歳 運転歴：０年７月

当 該 車 両 種別：普通（大型） 最大積載量：２０，０００ｋｇ

形状：トラクタ、トレーラ 当時の積載量：１９，２００ｋｇ

損 害 軽傷６名

事故概要

当該運転者は、カーブが続く長い下り坂でブレーキを多用したため、フェード現象によりブレ

ーキが効かなくなり、前方走行中の乗用車に追突したうえ、道路右側の工事現場のコンクリート

ブロックに車両を衝突、横転し、積み荷の鉄板を落下させた。

落下した鉄板は対向車線を走行中の車両に衝突し、当該運転者を含む６名が負傷した。

推定原因 要因及び背景 再発防止対策

運転者 運転者

フェード現象に ・トレーラの運転経験が短く、 ・運転する車両の特性に応じた

よる制動不能 変則段の選択が不適切であり、 運転を心掛けるとともに長い下

ブレーキを多用した。 り坂では十分に減速し、ブレー

・運行ルートの選定が適切でな キの多用を控える。

かった。 ・運行指示を順守する。

運行管理 運行管理

・トレーラの運転経験が少ない ・車両特性に応じた運転方法等

運転者に対して、トレーラ特有 について添乗指導等十分な指導

の運転方法、注意事項の徹底が を実施する。

、十分に行われていなかった。 ・乗務前の点呼を確実に実施し

・出庫時刻、運行経路等具体的 運行指示を徹底するとともに運

な運行指示を行っていなかっ 行経路上における注意事項を指

た。 導する。

走行環境

１３ｋｍ続く長い下り坂であっ

た。


